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まちなか交流
ラウンジ

メインアリーナ

多目的ホール

サブアリーナ

屋外エリア

　多くの映画やドラマの舞台となってきた「映画のまち・彦根」の魅力を広く発信するため、
「彦根映画祭」を開催します。

彦根城一帯の車両交通規制　3 月28 日㈯～4 月16 日㈭

※期間中、特にいろは松周辺は大変混雑しますので、迂回にご協力を
お願いします。
※雨天時など来場者が少ない場合は、規制を取りやめる場合があります。

問 （公社）彦根観光協会
☎ 23-0001　FAX 26-1919

※規制期間は、桜の開花状況により短縮・変更する
場合があります。

＜規制の区間と時間帯＞
●桜の開花期間中
▶馬屋の北側交差点〜黒門前（右図の　　　部分）
9：00 〜 18：00（車両通行止、軽車両除く）

●桜の見頃の期間中
▶馬屋の北側交差点〜黒門前（右図の　　　部分）
9：00 〜 21：00（車両通行止、軽車両除く）

▶いろは松〜彦根東高校前付近（右図の　　　部分）
9：00 〜 18：00（車両通行止、軽車両除く）

▶いろは松〜キャッスルリゾート＆スパ（右図の　　　部分）
18：00 〜 21：00（車両通行止、軽車両除く。混雑時のみ） いろは松駐車場には自家用車の駐車はできませ

ん（夜間は閉鎖）。/ 混雑する場所での長時間の撮
影はご遠慮ください。/ 上図の　　　のエリアで
は三脚の使用はご遠慮ください。
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※自家用車での来場はできるだけ控えてください。
※周辺住民の迷惑となる路上駐車はやめてください。
※詳しくは、（公社）彦根観光協会ホームページ（QR コード）をご覧ください。

撮影用マイクロドローンの仕組みを学べます。
ドローンの操作体験も（抽選）！

マイクロドローン
ワークショップ

楽しむ！ 無料

　彦根がロケ地となった映画を
上映。チケットについてはホー
ムページをご確認ください。

観る！

上映作品 有料

彦根グルメ
マーケット

3/28（SAT）▶29（SUN）
プロシードアリーナ HIKONE（小泉町）

２DAYS

◀チケットの購入についてなど、詳しくは
ホームページをご確認ください。

問 エンタテインメント課
　 ☎ 30-6153　FAX 24-9676

ひこにゃん主演映画撮影会

　撮影カメラや照明のセッティング、演出指
導など、ワークショップ形式で「ひこにゃん
初主演映画」の公開ロケの見学ができます。

撮る！

無料

無料

PICKPICK  UP!UP!

『翔んで埼玉 ～琵琶湖より愛をこめて～』
彦根市民映画賞受賞作品

（28日・29日）

（28日・29日） 『BAD LANDS　バッド・ランズ』（28 日）

『花まんま』（28 日）

『レジェンド＆バタフライ』（29 日）

『偉大なる、しゅららぼん』（29 日）

｛           ｝

　子育てをしながら親の介護をするなど、複数のケア
を同時に担っている状態を、ダブルケアと言います。
時間や体力、お金の負担が大きいほか、仕事との両立
が難しくなるなど、心身の不調や孤立につながりやす
いと言われています。
　今後、平均寿命の延伸や出産年齢の上昇などを背景
に、ダブルケアの当事者は増えると見込まれています。
困ったときは一人で悩まず、まずはご相談ください。
問 高齢福祉推進課　 ☎ 23-9660  FAX 30-9231
　 こども若者支援課 ☎ 26-0994  FAX 26-1768

～周囲にいませんか？「ダブルケアラー」～

誰かの「助けて」に 気付きたい 　

VOICE

PICKPICK  UP!UP!

話したい時に、話せる仲間がここにいます

仕 事仕 事
育 児育 児

介 護介 護
Double Care

　複数のケアを同時に行う生活は大変になりがちですが「ケアを行う
人に対するケア」が充実していないのが現状です。誰かに相談する余
裕すらなくなることもありますが「人を頼る」ことは大切なことです。
coconi では月に１度、ダブルケアについて話せる場を作っています。気
軽にお問い合わせください。
　少しでも多くの人にダブルケアを知っていただき、悩みを抱える全て
の人が認められるまちになることを願っています。

【ダブルケアのおしゃべり会】
 毎月第４金曜日 10：00 ～ 12：00  場 お花さんち。（岡町 5-20）  問 wcarecoconi@gmail.com

育児と介護をおこなうひとのサークル
c
こ こ に
oconi  代表 永田 さん

（28日・29日）
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パネルディスカッション
映画監督による講演会

（28 日）

（29 日）


